
・メンテナンス作業前にメンテナンスマニュアルを必ずお読み下さい

・本マニュアルは実際にメンテナンスされる方のお手元に必ず届くようにして下さい。

・本マニュアルをお読みになった後は必ず保管して下さい。

・本マニュアルに記載の写真は本機種とは異なる場合があります。

・お客様の使用条件等により清掃箇所が異なる場合があります。

・本マニュアルは予告なく変更することがあります。

・各メンテナンス箇所の清掃間隔はお客様の使用状況により異なります。
　（お客様にて設定をお願い致します。）

・消耗品はリフロー付属の取扱説明書をご確認下さい。

メンテナンスマニュアル

Eightech Tectron CO.,LTD.

窒素リフロー炉／NIS41M-82　LRF
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ラジエターのパッキンが外れてし
まったら、シリコン接着剤で再度
貼り付けて下さい。

・ラジエータヘッドカバーの左右
に付いているトグルクランプ（赤
丸）を外します。

３ページ

ラジエータ取り外し手順 ②

ラジエータ取り外し手順 ①

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）　火傷防止の為ラジエターヘッドカバーを取り外す前に十分にカバーが冷えている事を確認して下さい。

（２）　作業時は必ず機械主電源を落として下さい。

（３）　作業時は手袋を使用して下さい。

・ラジエータヘッドカバーを上に
持ち上げながらラジエータを外し
ます。

※ラジエータヘッドカバーを外し
た時に、ラジエータ押さえのパッ
キンが傷んで無いか確認して下
さい。

１．ラジエター取り外し・清掃方法（5ZONE裏）

ラジエータヘッドカバートグルクランプトグルクランプ

パッキン



トグルクランプがしっかりロックさ
れている事。ロックが緩い場合は
調整して下さい。

・ラジエータ本体の清掃は A-
19EX相当の洗浄液に浸ける等、
なるべく、可燃性で無いもので、洗
浄して下さい。洗浄後は、必ず完
全に乾かしてから、再度取り付け
を行って下さい。

４ページ

ラジエータ取り外し手順 ③

ラジエータ取り外し手順 ④

ラジエータ取り外し手順 ⑤

・ラジエータを外したら、フラックス
受けケース内に溜まった液状の、
ロジン系のフラックス等をドレン
コックから抜いて下さい。ケース内
に付着したフラックスは、ウエス等
で、拭き取って下さい。

・ラジエータ本体、フラックス受け
ケース等、全て洗浄・清掃を終え
た後、ラジエータ本体が、ラジエー
タヘッドカバー、フラックス受け
ケースのパッキンに正確に収まっ
ている事を確認してから、取り付け
を行って下さい。

フラックスがコックから抜けない場
合は、フラックスをすくい取って下
さい。

１．ラジエター取り外し・清掃方法（5ZONE裏）

フラックス受けケース

ラジエータ本体



・先ず最初にラジエータヘッドカバーの横に付
いているトグルクランプ（赤丸）を外します（左
右共）。

２．ラジエター取り外し・清掃方法（クーリングZONE1裏）

・ラジエータヘッドカバーを上に持ち上げ
て、ラジエータ本体を外します。

・ラジエータ本体を外したときに、ラジエータヘッ
ドカバーに取り付いているパッキンが剥れ、痛み
等無いか必ず確認して下さい。

・ラジエータ本体の清掃は A-19EX相当の洗浄
液に浸ける等、なるべく、可燃性で無いもので、
洗浄して下さい。洗浄後は、必ず完全に乾かし
てから、再度取り付けを行って下さい。

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）　火傷防止の為ラジエターヘッドカバーを取り外す前に十分にカバーが冷えている事を確認して下さい。

（２）　作業時は必ず機械主電源を落として下さい。

（３）　作業時は手袋を使用して下さい。

ラジエータ取り外し手順 ①

ラジエータ取り外し手順 ②

５ページ

トグルクランプ

ラジエータ本体

ラジエータヘッドカバー

パッキン



フラックスがコックから抜けない場
合は、フラックスをすくい取って下
さい。

ラジエターのパッキンが外れてし
まったら、シリコン接着剤で再度
貼り付けて下さい。

トグルクランプがしっかりロックさ
れている事。ロックが緩い場合は
調整して下さい。

６ページ

ラジエータ取り外し手順 ③

・清掃後ラジエータ本体を取り付けると
き、ラジエータヘッドカバーのパッキン、
フラックス受けケースのパッキンが正確
にラジエータ本体に収まっているか確認
して下さい。

・ラジエータ本体を外したら、ラジエータ
ヘッドカバー同様、フラックス受けケース
に付いているパッキンが剥れ、痛み等無
いか、必ず確認して下さい。

ラジエータ取り外し手順 ④

・フラックス受けケース内に溜まったフ
ラックスはドレンコックからフラックスを抜
くか、ウエス等に染み込ませて、除去し
て下さい。

２．ラジエター取り外し・清掃方法（クーリングZONE1裏）

パッキン

フラックス受けケース



７ページ

・先ず最初にラジエータヘッドカバーの横に付
いているトグルクランプ（赤丸）を外します（左
右共）。

ラジエータ取り外し手順 ②

・ラジエータヘッドカバーを下に下げて、ラジ
エータ本体を外します。

・ラジエータ本体を外したときに、ラジエータヘッ
ドカバーに取り付いているパッキンが剥れ、痛み
等無いか必ず確認して下さい。

・ラジエータ本体の清掃は A-19EX相当の洗浄
液に浸ける等、なるべく、可燃性で無いもので、
洗浄して下さい。洗浄後は、必ず完全に乾かし
てから、再度取り付けを行って下さい。

（２）　作業時は必ず機械主電源を落として下さい。

（３）　作業時は手袋を使用して下さい。

ラジエータ取り外し手順 ①

３．ラジエター取り外し・清掃方法（クーリングZONE1前面上）

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）　火傷防止の為ラジエターヘッドカバーを取り外す前に十分にカバーが冷えている事を確認して下さい。

トグルクランプ

ジ タ ドカバ

パッキン

引き抜く

ラジエータ本体



ラジエターのパッキンが外れてし
まったら、シリコン接着剤で再度
貼り付けて下さい。

８ページ

・トルククランプが正常に止まっていない
と酸素濃度の安定性に影響します。十
分確認して下さい。

トグルクランプがしっかりロックさ
れている事。ロックが緩い場合は
調整して下さい。

３．ラジエター取り外し・清掃方法（クーリングZONE1前面上）

ラジエータ取り付け手順 ①

ラジエータ取り付け手順 ②

・清掃後ラジエータ本体を取り付けると
き、ラジエータヘッドカバーのパッキン、
奥側のパッキンに正確にラジエータ本体
が収まっているか確認して下さい。

トグルクランプ



・先ず最初にラジエータヘッドカバーの横に付
いているトグルクランプ（赤丸）を外します（左
右共）。

ラジエータ取り外し手順 ②

・ラジエータヘッドカバーを下に下げて、ラジ
エータ本体を外します。

９ページ

（２）　作業時は必ず機械主電源を落として下さい。

（３）　作業時は手袋を使用して下さい。

ラジエータ取り外し手順 ①

・ラジエータ本体を外したときに、ラジエータヘッ
ドカバーに取り付いているパッキンが剥れ、痛み
等無いか必ず確認して下さい。

・ラジエータ本体の清掃は A-19EX相当の洗浄
液に浸ける等、なるべく、可燃性で無いもので、
洗浄して下さい。洗浄後は、必ず完全に乾かし
てから、再度取り付けを行って下さい。

４．ラジエター取り外し・清掃方法（クーリングZONE1背面上）

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）　火傷防止の為ラジエターヘッドカバーを取り外す前に十分にカバーが冷えている事を確認して下さい。

トグルクランプ

ジ タ ドカバ

パッキン

引き抜く

ラジエータ本体



トグルクランプがしっかりロックさ
れている事。ロックが緩い場合は
調整して下さい。

１０ページ

・トルククランプが正常に止まっていない
と酸素濃度の安定性に影響します。十
分確認して下さい。

４．ラジエター取り外し・清掃方法（クーリングZONE1背面上）

ラジエータ取り付け手順 ①

・清掃後ラジエータ本体を取り付けると
き、ラジエータヘッドカバーのパッキン、
奥側のパッキンに正確にラジエータ本体
が収まっているか確認して下さい。

ラジエータ取り付け手順 ②

ラジエターのパッキンが外れてし
まったら、シリコン接着剤で再度
貼り付けて下さい。

トグルクランプ



１１ページ

・冷却ノズルネジ２カ所を４ｍｍの六角レ
ンチにて取り外します。ネジを外すとノズ
ルが下側に外れます。

（３）　冷却ノズルを取り外す際には必ず機械主電源を落として下さい。

（４）　作業時は手袋を使用して下さい。

冷却ノズル取り外し手順 ①

冷却ノズル取り外し手順 ②

出口側支え棒 入口側支え棒
付属の支え棒にて上釜の
支えをして下さい。

５．冷却ノズル取り外し・清掃方法（クーリングZONE1上）

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１）　付属の支え棒にて上釜の支えを必ず行って下さい。

（２）　火傷防止の為冷却ノズルを取り外す前に十分に冷えている事を確認して下さい。

下へ外れます



１２ページ

・冷却ノズル本体の清掃は A-19EX相当の洗浄液
に浸ける等、なるべく、可燃性で無いもので、洗浄
して下さい。洗浄後は、必ず完全に乾かしてから、
再度取り付けを行って下さい。

・取外し時レール及び下側ノズルに落
さないよう注意して下さい。

冷却ノズル取り付け手順 ①

・冷却ノズルのガイドをファンケー
スのガイドに合わせてセットする

ガイド

・セットが難しい場合ファンケースのネジを
緩めてセットして下さい。

５．冷却ノズル取り外し・清掃方法（クーリングZONE1上）

冷却ノズル取り外し手順 ③

冷却ノズル本体

下へ外れます

冷却ノズル裏側

ファンケース

ファンケース

ガイド

冷却ノズル



１３ページ

冷却ノズル取り付け手順 ②

・冷却ノズルのネジ２カ所を４ｍｍのネジ
にて取り付けます。

５．冷却ノズル取り外し・清掃方法（クーリングZONE1上）

・取り外しの際、ファンケースのネジを緩
めた場合ノズル取り付け後締め付けて
下さい。



（１）　メンブレンフィルターを取り外す際には必ず機械主電源を落として下さい。

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）　詳細は添付のメンブレンフィルターメーカー発行の取扱説明書をご確認下さい。

１４ページ

６．メンブレンフィルター取り外し・交換方法

メンブレンフィルター取り外し手順 ①

・各プランジャを引きふたのつばをもって徐々
にふたを取り外して下さい。

メンブレンフィルター取り外し手順 ②

・メンブレンフィルターよりOリング及びペー
パーフィルターを取り外しペーパーフィルター
のみ破棄して下さい。
･メンブレンフィルター蓋が汚れていたら清掃を
行って下さい。

プランジャ

つば

外し後

Oリング

ペーパーフィルター

メンブレンフィルター蓋

破棄

Ｏリングに亀裂が入って
いない事を確認して下さ
い。



メンブレンフィルター取り付け手順 ①

・メンブレンフィルター蓋にペーパー
フィルターをセットし、その後Oリングを
取り付けて下さい。

１５ページ

６．メンブレンフィルター取り外し・交換方法

ペーパーフィルターメンブレンフィルター蓋

Oリング

取り付け

取り付け

新品



注意

６．メンブレンフィルター取り外し・交換方法

１６ページ

取り外し、取り付けの際破損しないよう
注意して下さい。ひび等入りますと酸素
濃度不安定の原因になります。

・メンブレンフィルター本体にフィルター
及びOリングをセットしたメンブレンフィル
ター蓋をUP標示にしたがってつばを押し
セットして下さい。その後プランジャを押
して止めて下さい。

UP標示

メンブレンフィルター取り付け手順 ②

取り付け

プランジャ

つば



７．金属フィルター取り外し・交換方法

金属フィルター取り外し手順 ①

・へルールクランプを外しメッシュフィルターケース
を取り外して下さい。取り外しが難しい場合は固定
金具を六角レンチで緩めてから外して下さい。

金属フィルター取り外し手順 ②

（１）　金属フィルターを取り外す際には必ず機械主電源を落として下さい。

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）　添付の分解図をご確認下さい。

・メッシュフィルターケースよりOリング、スペー
サー、金属メッシュフィルター、バネを取り出す。

１７ページ

・取り外しの際、バネの飛び出しにより紛失しない
様に注意して下さい。

金属フィルタ 活性炭フィルタ

取り外し
固定金具

取り外し

メッシュフィルターケース

メッシュフィルターケース

スペーサー
金属メッシュフィル
ター

Oリング

Oリング

バネ

へルールクランプ

Ｏリングに亀裂が入って
いない事を確認して下さ
い。



・メッシュフィルターケースの上側及
び下側にOリングをセットする。

７．金属フィルター取り外し・交換方法

金属フィルター取り付け手順 ①

・メッシュフィルターケースの下側より清
掃及び交換した部品を　”バネ→金属
メッシュフィルター→スペーサ→金属メッ
シュフィルター→スペーサ”　の順にセッ
トして下さい。

金属フィルター取り付け手順 ②

１８ページ

上側

下側

スペーサー

金属メッシュフィ
ルター

バネ

メッシュフィルターケース

Oリング

セット

上側 下側



注意

７．金属フィルター取り外し・交換方法

金属フィルター取り付け手順 ③

・セット済メッシュフィルターケースをフィ
ルターキャップにセットして下さい。その
際Oリングが溝に正しくセットされている
事を確認して下さい。

金属フィルター取り付け手順 ④

取り付けの際ズレないよう注意して下さ
い。ズレていますと酸素濃度不安定の
原因になります。

・固定金具を緩めた場合フィルター
キャップを押さえながら締め付けて下さ
い。

１９ページ

セット済メッシュフィルターケース

セット

Oリング

フィルターキャップ上

フィルターキャップ下

へルールクランプ

下側

上側



８．活性炭フィルター取り外し・交換方法

活性炭フィルター取り外し手順 ①

・へルールクランプを外し活性炭フィルターケース
を取り外して下さい。取り外しが難しい場合は固定
金具を六角レンチで緩めてから外して下さい。

活性炭フィルター取り外し手順 ②

（１）　活性炭フィルターを取り外す際には必ず機械主電源を落として下さい。

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）　添付の分解図をご確認下さい。

・活性炭フィルターケースよりOリング、活性炭押さ
え、活性炭を取り出し、取り出した活性炭を新しい
物と交換して下さい。

２０ページ

金属フィルタ 活性炭フィルタ

固定金具

へルールクランプ

活性炭フィルターケース

活性炭フィルターケース

取り外し

Oリング

活性炭押さえ

Oリング

活性炭

破棄交換

Ｏリングに亀裂が入って
いない事を確認して下さ
い。



活性炭フィルター取り付け手順 ①

・活性炭フィルターケースに交換した活
性炭を入れ、活性炭押さえで蓋をして下
さい。

金属フィルター取り付け手順 ②

・活性炭フィルターケースの上側及
び下側にOリングをセットする。

８．活性炭フィルター取り外し・交換方法

２１ページ

活性炭フィルターケース

セット
活性炭押さえ

活性炭

新品

Oリング



注意

活性炭フィルター取り付け手順 ④

取り付けの際ズレないよう注意して下さ
い。ズレていますと酸素濃度不安定の
原因になります。

２２ページ

・へルールクランプをセットし締め付けて
下さい。その際、締めすぎない様注意し
て下さい。

・固定金具を緩めた場合、六角レンチに
て締め付け元に戻して下さい。

８．活性炭フィルター取り外し・交換方法

活性炭フィルター取り付け手順 ③

・セット済活性炭フィルターケースをフィ
ルターキャップにセットして下さい。その
際Oリングが溝に正しくセットされている
事を確認して下さい。

セット済活性炭フィルターケース

セット

Oリング

フィルターキャップ上

フィルターキャップ下

へルールクランプ



（２）　サンプリング配管を取り外す前に十分に配管が冷えている事を確認して下さい。

９．サンプリング配管取り外し・清掃方法

サンプリング配管取り外し手順 ①

（１）　サンプリング配管を取り外す際には必ず機械主電源を落として下さい。

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サンプリング配管取り外し手順 ②

２３ページ

・１４のスパナにて２ヵ所（①、②）を外して下さい。
（その際外しにくい場合フィルター用ブラケットのネ
ジ（③）を緩めて下さい。）

・１１のスパナにて継手を外して下さい。（その際ネ
ジ山を破損しないように注意して下さい。）

・配管及び継手の清掃を行って下さい。（フラックス
による詰りが無い様に注意して下さい。）

取り外し

①

②

③

継手

配管

取り外し



注意

・継手→配管の順に取り付けて下さい。（取付後
フィルターブラケットのネジを締めて下さい。）

・配管及び継手の清掃は A-19EX相当の洗浄液に浸け
る等なるべく可燃性で無いもので洗浄して下さい。洗浄
後は必ず完全に乾かしてから再度取り付けを行って下
さい。

・取り付けの締付け不足に注意して下さい。締付け不足
ですと酸素濃度不安定の原因になります。

・取り付け後リフロー立上げ時、酸素濃度計の流量計が
正常値であることを確認して下さい。（酸素濃度計取説
参照）

２４ページ

９．サンプリング配管取り外し・清掃方法

サンプリング配管取り付け手順 ①

サンプリング配管取り付け手順 ②

継手にシールテープを巻
いて下さい。

継手

継手

配管



２５ページ

シリコンチューブ交換方法 ②

（２）　シリコンチューブを交換する前に十分に炉内が冷えている事を確認して下さい。

・付属の支え棒にて上釜
の支えをして下さい。

出口側支え棒

（５）　作業時は手袋を使用して下さい。

・カッターにてシリコンチューブとシリコンの
隙間に切り込みを入れます。（手前側及び奥
側両方）

10．シリコンチューブ交換方法

シリコンチューブ交換方法 ①

（１）　シリコンチューブを交換する際には必ず機械主電源を落として下さい。

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）　付属の支え棒にて上釜の支えを必ず行って下さい。

（４）　使用しているシリコンチューブは本機種と異なる場合があります。

入口側支え棒



２６ページ

・シリコンチューブを外します。（周りのシリコ
ンは残して下さい）

シリコンは残して下さい。

シリコンチューブ交換方法 ⑤

・シリコンチューブ取外し後油分やゴミが無
いように綺麗に清掃をして下さい。

10．シリコンチューブ交換方法

シリコンチューブ交換方法 ④

・シリコンシートを取外します。

シリコンチューブ交換方法 ③



２７ページ

シリコンチューブ交換方法 ⑥

10．シリコンチューブ交換方法

・シリコンシートを取付ます。（シリコンにて数
箇所を点付けして固定して下さい）

・シリコンシートが長い場合はハサミ等で長
さを合わせて下さい。

・説明写真は手前側です、奥側も同様に取り
付けて下さい。



２８ページ

10．シリコンチューブ交換方法

シリコンチューブ交換方法 ⑦

・シリコンチューブを取付ます。

・シリコンチューブが長い場合はカッター等で
長さを合わせて下さい。

・説明写真は手前側です、奥側も同様に取り
付けて下さい。

出口側 入口側

この位置に端を合
わせます。

この位置に端を合
わせます。

隙間をシリコンに
て埋めて下さい。



２９ページ

・数日後シリコンが乾いたらアルミテープを剥がして下さい。（剥がす際、支え
棒を必ず行い炉内が冷えている事を確認して下さい。）

シリコンチューブ交換方法 ⑨

・シリコンが付着しない様にアルミテープを
貼ります。（手前側２ヵ所及び奥側２ヵ所）

シリコンチューブ交換方法 ⑩

・リフローの上釜を閉めて通常生産を開始出来ます。（上釜を閉める際、炉内
に工具等無いことを確認して下さい。）

・シリコンにて手前側両端及び奥側両端を固
定して下さい。

10．シリコンチューブ交換方法

シリコンチューブ交換方法 ⑧

シリコン固定位置 シリコン固定位置



1１．ラビリンス交換方法

ラビリンス交換方法 ①

（１）　ラビリンスを清掃する際には必ず機械主電源を落として下さい。

作業前の注意事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）　付属の支え棒にて上釜の支えを必ず行って下さい。

（４）　作業時は手袋を使用して下さい。

（２）　ラビリンスを清掃する前に十分に炉内が冷えている事を確認して下さい。

３０ページ

・付属の支え棒にて上釜
の支えをして下さい。

出口側支え棒 入口側支え棒

ラビリンス交換方法 ②

出口ラビリンス
上－４個
下－６個

入口ラビリンス
上－４個
下－６個



入口及び出口ラビリンスを外します。（外す
際は変形しない様に慎重に作業を行ってく
ださい。）

３１ページ

・下側ラビリンスケースより汚れたラビリンス及び押さえ金具
を外します。（上側ラビリンスも同様の作業になります。）

ラビリンス交換方法 ④

1１．ラビリンス交換方法

ラビリンス交換方法 ③

破棄



３２ページ

・ラビリンスケース及び押さえ金具の清掃は A-19EX相
当の洗浄液に浸ける等なるべく可燃性で無いもので洗
浄して下さい。洗浄後は必ず完全に乾かしてから再度取
り付けを行って下さい。

1１．ラビリンス交換方法

・ラビリンス上に押さえ金具を乗せ切込みの無い方のラ
ビリンスを押さえ金具へ折り返しラビリンスケースへセッ
トしガチャ玉にて固定して下さい。（上側ラビリンスも同様
の作業になります。）

ラビリンス交換方法 ⑤

標準ラビリンス高さ（チェーンピン上端より）

・ラビリンスを取付ける際、搬送チェーンピンより規格内
になるように高さを調整しセットして下さい。

入口上
入口下

10mm
  5mm

出口上
出口下

5mm
5mm

乗せる

折り返す

セットする

ガチャ玉で固定する

切込みがある方が上

ラビリンス

押さえ金具

ラビリンスケース



３３ページ

1１．ラビリンス交換方法

ラビリンス交換方法 ⑥

・ラビリンスケースを取付た際には浮き及びズレが無い
事を必ず確認して下さい。

・交換済みのラビリンスケースを取外し前と同様の位置
に取付て下さい。

入口上側ラビリンス出口上側ラビリンス

入口下側ラビリンス

出口下側ラビリンス

３列３列３列 ３列 ２列２列 ２列 ２列


